
病院図書室 １５（１）：１２－１８，１９９５

寿 夢変化の中の病院図書斟 ．
夢にお け る病 院図書 室

ｎａｉ Ｈｏｓｐｉｔａｌ の図庸 鯨

で
国立京都病鎖

４Ｊ４ムＷｉ

ニューヨーク五番街の西側、９６丁目から１０１

丁目の間にセントラルパ ークに面して、Ｍｔ．

Ｓｉｎａｉ Ｈｏｓｐｉｔａｌ は建ってい る。ここ は、私

の師匠で顕微鏡脳神経外科のパイオニ アであ

る ＬｅｏｎａｒｄＩ．Ｍａｌｉｓ をはじめ、パーキンソ

ン病の第一人者である Ｙａｈｒ、古くは血管外

科の Ｊａｃｏｂｓｏｎ など多くの巨人を輩出してい

る老舗の名門病院である２）。：ｌ）。広い敷地の

中心 に位置する２７階建てのアネンバーグビル

ディング（国内線のラガーディア空港発着便

はこの建物の上を通過する）の９、１０、１１階

を 占めるのが、Ｔｈｅ ＧｕｓｔａｖｅＬ．ａｎｄＪａｎｅｔ

Ｎ．Ｌｉｂｒａｒｙ である（写真 Ｏ 。この名称 は、

図書館設立の際に莫大な寄付金を贈ったＬｅｖｙ

夫妻に由来する。ちなみに、Ｍｔ．Ｓｉｎａｉ Ｈｏｓｐｉｔａｌ

の正式な住所は、ＯｎｅＧｕｓｔａｖｅＬ．ＬｅｖｙＰｌａｃｅ，

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＮｅｗＹｏｒｋ であり、いかに彼らが

財政的に貢献したかが伺いしれる。病院に附

属した（日本で は大学が先で、それに病院が

附属しているのが普通であるが）Ｍｔ．Ｓｉｎａｉ

医科大学 は本 来私立でありなが ら、ニュ ー

ヨーク市への納税額が多大で優良 大学という

ことで、同時にニューヨーク市立大学の医学

部として も認められている。 アメリカ、特に

ニ ューヨ ーク市で は、建物の名前から公の地

名に到るまで、何で も買え るわけである。

さすがに豊潤な資金を誇 るだけあって、日

本の病院図書館とは比較にならない規模と設

備で、私かかつて在職した国立循環器病セン

ターの図書館が本邦では最高峰の一つであっ

たとはいうものの、隔絶の感があった。１１階

でエレベーターを降りると出入り口があり、

そこで病院スタッフの身分証 と図書貸出及び

館内施設利用のための白いカード（写真２）

を呈示してセキュリテイゲイトをくぐる。当

地では盗難・テロ等が日常茶飯事なので、ど

んなに顔見知りであって も、こ の２枚のカー

ドを 携帯 し て い なけ れ ば 入館 さ せ て もら

えない。ここには１５万冊を 越える蔵書と１０００

種類以上のジャーナルが揃えられている。ロ

ビ ーのカウンターには５台の文献検索用の コ

ンピューターが設置されていて、書名・著者

名いずれかの頭の３文字またはキーワードさ

え知っていればお目当ての本の所 在が判る仕

組みになっている。単行本は１１階に、ジャー

ナルは１０階にある。 ２週間ごとに新刊書が２

０冊位ずつ寄贈もしくは購入され、その都度

古い本から順に９階の書庫に保管されていく。

１０階には、いわゆる本の他に、医療 スタッ

フや学生が朝 ７時から夜１１時 まで自由に使え

るコンピューター室が開放されている。脳外

科の秘書が休暇中の時などには、ペ ーパー書

きのために利用させて もらった ものである。

この階には、テクニ シャンが常 在する教育用

のオーディオビジュアル室もあり、私かやった

手術解剖実習の教育用 ３次元ビデオの試写・

放映や手術ビデオのコピー、そしてＭｔ．Ｓｉｎａｉ

Ｈｏｓｐｉｔａｌ に残っている１００年以上 も昔の貴重

な歴史的文献・写真のスライド作成なども請

け負ってくれる。当院は、“Ｍｔ．Ｓｉｎａｉ Ｊｏｕｒｎａｌ

ｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ” という独自の 医学 ジ ャーナ

ルを 全世界に向けて刊 行して い るが、その

ｅｄｉｔｏｒｉａｌ ｏｆｆｉｃｅ もこの階にある。当時、

私は米国脳神経外科コングレスの機関誌であ

る“ＮＥＵＲＯＳＵＲＧＥＲＹ”のＡｄＨｏｃＲｅｖｉｅｗｅｒ’）と

して掲載論文の末尾に付くコメントを書く役

目を仰せつかっていたが、折り にふれてこの

ｏｆｆｉｃｅ にお 邪魔させてもらった のが懐かし

い。 尤も、“仕事が目的ではな くて、目当て

はアシスタントの女性ではないのが 、とボ

スの Ｌｅｎｎｙ（Ｍａｌｉｓ）に見透かされてひやかさ

れていたのだが。残念ながら、彼女 のリアル

タイムの居場所を検索するためのコンピュー

ターまでは完備されていなかった。

私の場合は、手術をするために Ｍｔ．Ｓｉｎａｉ

に居たわけであ るが、それで も並 々ならずこ

－１２－



この図書館の恩恵にあずかった。依然からス

ケールの大きなアメリカとは認識していたも

のの、病院図書館一つをとっても、その規模

と内容には驚かずにはいられなかった。

悪名高い地下鉄を足として、深夜のハーレ

ムやソーホーへもよく行ったものだが、幸い

トラブルに巻き込まれることもなかった。世

界で最も危険な街ニューヨークも、そこでう

まく生活する“こつ さえ掴めば、世界で最

もエキサイティングで可能性を秘めた場所と

感じられるのである（写真３）。

写真１：Ｍｔ．ＳｉｎａｉＨｏｓｐｉｔａｌ の中央にそび

え立つアネンバーグビルディング。

この９，１０．１１階に図書館がある。
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写真３：収監前の元世界ヘビー級チャンピオン

マイク タイソンの直筆サイン

（１９９０年１２月２９日、パークァベニュー６４丁目の

レストランでご馳走してもらった折りに）

写真２：身分証（左）及び図書館利用者カード（右）
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